
７
月

日
付
「
新
つ
る

27

お
か
」
で
報
道
し
た
、
鶴

岡
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
本

社
＝
Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
・

東
京
）
の
問
題
で
、
会
社

の
違
法
・
異
常
な
経
営
の

た
め
に
退
職
し
た
従
業
員

が
、
「
自
己
都
合
退
職
」

と
し
て
雇
用
保
険
を
３
ヶ

月
間
「
給
付
制
限
」
と
さ

れ
て
い
た
問
題
で
、
そ
の

う
ち
少
な
く
と
も
１
人
は

「
会
社
都
合
」
と
し
て
給

付
制
限
が
解
除
さ
れ
、
直

ち
に
給
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

日
の
党
市
議
団
と
地

17
域
労
連
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

鶴
岡
へ
の
要
請
行
動
の
成

果
で
す
。

未
払
い
賃
金

に
つ
い
て
は
、

「
４
月
分
は
７

月

日
、
５
月

15
分
は

日
、
６

18

月
分
は
８
月
１

日
に
払
う
」
と

説
明
さ
れ
た
も

の
の
、
４
月
分

が
１
日
遅
れ
で

振
り
込
ま
れ
て

以
降
、
５
月
分

は
期
日
を
過
ぎ

て
も
支
払
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

共
産
党
議
員
が
調
査
、

不
法
明
ら
か
に

同
社
は
、
国
の
緊
急
雇

用
創
出
基
金
事
業
を
受
託

し
、
全
国
各
地
に
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
事
業
（

社
）

14

な
ど
を
展
開
、
昨
年
度
１

年
間
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
人
材
育

成
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
「
自
分
と
同

じ
立
場
の
人
が
講
師
で
、

名
ば
か
り
の
研
修
だ
っ

た
」
「
他
の
会
社
に
派
遣

さ
れ
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

と
は
無
関
係
の
仕
事
を
さ

せ
ら
れ
た
」
な
ど
、
鶴
岡

の
従
業
員
が
告
発
し
た
よ

う
な
事
例
が
各
地
で
も
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
大

門
実
紀
史
参
議
院
議
員
や

各
地
の
日
本
共
産
党
議
員

の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

厚
労
省
調
査
結
果
発
表

そ
う
し
た
追
及
を
受
け

て
厚
生
労
働
省
は
７
月
15

日
、
同
社
の
問
題
の
調
査

結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

要
点
は
以
下
の
通
り
で

す
。

○
委
託
費

億
８
６
０

42

０
万
円

○
事
業
受
託
期
間
終
了
後

の
大
量
退
職
発
生

「
制
度
上
、
委
託
契
約
と

し
て
の
問
題
に
は
な
ら
な

い
」
「
望
ま
し
い
事
態
で

は
な
い
」
「
今
後
、
関
係

自
治
体
に
対
し
、
事
業
の

受
託
者
の
選
択
に
お
い

て
、
安
定
し
た
雇
用
に
繋

が
る
か
否
か
の
判
断
を
よ

り
重
視
す
る
等
に
つ
い

て
、
指
導
し
て
ま
い
り
た

い
」

○
給
与
支
払
い
の
遅
延

７
月
２
日
時
点
に
お
い

て
、

県

市
町

事
業

10

15

16

所
に
お
い
て
、
４
月
分
及

び
５
月
分
の
給
与
と
し
て

計
７
３
２
０
万
円

○
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に

よ
り
発
生
し
た
収
入
の
取

り
扱
い

「
研
修
事
業
全
体
に
要
し

た
経
費
を
差
し
引
い
て
、

国
庫
に
返
還
す
べ
き
利
益

が
残
っ
て
い
る
か
否
か
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
細
な

事
実
経
過
を
自
治
体
と
も

連
携
し
て
調
査
・
確
認
す

る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。
」

「
調
査
・
確
認
の
結
果
、

適
切
で
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
は
、
関
連
費
用

を
返
還
す
る
こ
と
を
含
め

て
対
処
す
る
」

給
与
不
払
い
が
確
認
さ

れ
る
と
と
も
に
、「
研
修
」

で
あ
る
は
ず
の
事
業
で
利

益
を
上
げ
な
が
ら
正
当
な

報
告
を
行
っ
て
い
な
い
問

題
に
つ
い
て
、
調
査
を
行

う
と
し
て
い
ま
す
。

国
・
市
と
も
「
不
法
」
の

認
識
な
く

し
か
し
、
「
研
修
」
自

体
が
ず
さ
ん
、
不
法
な
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
言
及
が
な
く
、
研
修

期
間
終
了
後
に
ま
と
も
な

雇
用
継
続
が
な
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
つ
い
て
も
、

「
望
ま
し
い
事
態
で
は
な

い
」
な
ど
と
い
う
認
識
に

止
ま
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
不
十
分
な
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
で
も
「
研
修
期

間
中
は
問
題
は
な
か
っ

た
」
（
商
工
観
光
部
長
）

と
述
べ
て
お
り
、
実
態
を

明
ら
か
に
し
て
、
市
・
国

の
認
識
を
正
す
こ
と
が
必

要
で
す
。

市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鶴

岡
は
７
月

日
、
鶴
岡
コ

28

ー
ル
セ
ン
タ
ー
閉
鎖
に
伴

う
解
雇
者
を
対
象
に
再
就

職
説
明
会
を
開
き
、
参
加

し
た

人
に
就
職
相
談
や

22

求
人
説
明
会
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は

引
き
続
き
、
国
会
議
員
団

や
渡
辺
ゆ
り
子
県
議
と
連

携
し
て
、
会
社
の
実
態
解

明
と
不
払
い
賃
金
の
支
払

い
、
労
働
者
の
雇
用
と
生

活
保
護
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
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加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
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庄内労働基準監督署へ鶴岡コールセンターの実態調
査・不払い賃金の支払いなどについて要請（７月１７日）



２
０
１
４
年
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
が
広
島
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

核
兵
器
の
な
い
世
界
の

た
め
に
活
動
す
る
非
同
盟

運
動
や
非
核
国
、
国
際
司

法
裁
判
所
に
対
し
て
核
保

有
９
か
国
を
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
６

条
（
核
兵
器
軍
縮
・
廃
絶

義
務
）
の
不
履
行
で
提
訴

し
た
マ
ー
シ
ャ
ル
に
加

え
、
国
連
代
表
も
招
請
中

で
す
。

核
被
害
地
や
、
非
核
保

有
国
、
核
兵
器
廃
絶
の
た

め
に
活
動
す
る
ア
メ
リ

カ
、
ア
ジ
ア
諸
国
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
な
ど
、
全
世
界
の

平
和
運
動
の
代
表
が
参
加

し
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
の
「
核
兵

器
全
面
禁
止
の
ア
ピ
ー

ル
」
署
名
、
原
水
爆
禁
止

国
民
平
和
大
行
進
、
自
治

体
と
共
同
し
て
全
国
に
広

が
る
原
爆
展
な
ど
、
草
の

根
の
と
り
く
み
を
す
す
め

て
い
る
人
々
、
東
京
電
力

福
島
第
一
原
発
事
故
の
被

害
に
立
ち
向
か
う
人
々
、

米
軍
基
地
建
設
問
題
の
最

前
線
で
た
た
か
う
沖
縄
の

代
表
や
原
子
力
空
母
撤
去

を
求
め
る
人
々
、
秘
密
保

護
法
廃
止
、
解
釈
改
憲
・

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

に
反
対
の
声
を
あ
げ
る
活

動
を
し
て
い
る
人
々
な

ど
、
全
国
か
ら
た
く
さ
ん

の
運
動
が
持
ち
寄
ら
れ
て

交
流
し
ま
す
。

鶴
岡
・
田
川
地
区
原
水

協
か
に
は
６
人
の
代
表
が

参
加
す
る
他
、
日
本
生
協

連
な
ど
か
ら
も
参
加
し
ま

す
。大

会
日
程
は
次
の
通
り

で
す
。

８
月
４
日
（
月
）

:

～

:

14

00

16

30

開
会
総
会

広
島
県
立
総
合
体
育
館
・

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

８
月
５
日
（
火
）

９:

～

:

30

15

00

分
科
会

広
島
市
内
各
会
場

８
月
６
日
（
水
）

:

～

:

10

30

13

00

閉
会
総
会

広
島
県
立
総
合
体
育
館
・

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

:
～

:

19

30

20

30

ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
と
う
ろ
う

流
し

基
町
河
川
公
園

鶴
岡
産
の
絹
を
使
っ
た
自
作
ド
レ
ス
を
着
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
２
０
１
０
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
、
県
立
鶴
岡
中
央
高
校
の
「
シ
ル
ク
ガ
ー
ル
ズ
」
の
活
動
が
、

７
月

日
付
け
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
刊
紙
」
で
、「
高
校
生
ら
が
〝
絹
で
町
お
こ
し
〟
」

29

と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

朝日庁舎入札結果（ ）内は予定価格
7月28日入札分

・朝日南部公民館改修工事（上田沢地内）
(株)伊藤組 2,850,000円（2,917,000円）工期～10/31（落札率97.7％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月24日入札分

・平成26年度鶴岡市集落排水事業 上郷地区(機能強化対策)処理施設改修工事（大
広地内）
(株)山口工務店 10,750,000円（10,950,000円）工期～11/14（落札率98.2％）
・市公共下水道事業 汚水3－1Ｈ049～060号路面復旧工事（白山地内）
(株)マルゴ 10,800,000円（11,186,000円）工期～10/10（落札率96.5％）
・平成26年度鶴岡市公共下水道事業 鶴岡市ｺﾝﾎﾟｽﾄｾﾝﾀｰ機械設備改修工事その２
中野鉄工(株) 49,860,000円（53,574,000円）工期～27/1/23（落札率93.1％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
7月24日入札分

・市道上名川落合線ほか２路線表層改良工事（下名川・上山添地内）
(株)王祇建設 17,000,000円（17,532,000円）工期～10/20（落札率97.0％）

「
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
事
業
補
助
金
」
が
７
月

日
、
当
初
予
算
額
８
千

23万
円
に
達
し
た
こ
と
か
ら

１
次
募
集
分
は
終
了
に
な

り
ま
し
た
。

６
月
議
会
補
正
予
算
１

千
万
円
つ
い
て
は
、
９
月

１
日
か
ら
２
次
募
集
を
受

け
付
け
る
予
定
で
す
。

今
年
度
は
県
の
補
助
金

増
額
の
予
定
が
な
い
た

め
、
こ
れ
で
打
ち
切
り
と

な
る
見
込
み
で
、
昨
年
度

予
算
１
億
１
６
１
６
万
円

よ
り
少
な
い
額
で
は
問
題

が
残
り
ま
す
。

な
お
耐
震
改
修
補
助
は

随
時
受
付
中
で
す
。

し
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
東
北
地
方

整
備
局
の
講
演
や
４
人
の

住
民
代
表
の
意
見
発
表
が

あ
り
、
朝
日
ま
ほ
ろ
ば
～

あ
つ
み
温
泉
間

・
８
㌔

40

の
早
期
開
通
な
ど
の
大
会

決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

党
市
議
団
か
ら
加
藤
鉱

一
議
員
が
出
席
し
ま
し

た
。

第

回
日
本
海
沿
岸
東

26

北
自
動
車
道
（
日
沿
道
）

新
潟
・
山
形
県
境
地
区
建

設
促
進
大
会
が

日
、
温

25

海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
鶴
岡
市
と
新
潟

県
村
上
市
か
ら
地
域
住
民

な
ど
約
４
０
０
人
が
参
加


